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大 ･理 ･人粁)､田代靖子 (京都大 ･霊長研)
本研究は､-昨年度､昨年度の共同利用研
究の継続であり､和歌山県と奈良県において､
野生ニホンザルの生息実態､按宙の発生状況､
ならびに人間の生産活動を把握 し､猿害発生の
メカニズムを探ることを目的とした｡本年度は､
平成 5年度以来相続して調査を行ってきた和歌
山県中津村で引き続き現地調査を行うとともに､
奈良県北東部でのニホンザルの生息と猿害の実
態を把握することを目的として､奈良県室生村､
曽爾村でも現地調査を行った｡中津村での現地
調査は､平成9年5月､9月､平成 10年2月の
3回､室生村､曽爾相での現地調査は､平成 9
年 9月に 1回行った｡これらの現地調査では､
地域住民-の聞き込みを行うとともに､ニホン
ザルの直接目視も試みた｡また､9月の現地調
査の際に､地域住民にアンケー ト用紙を配布す
るという手法で､アンケー ト調査も行った｡
紹続由査を行っている中津村では､サルを見
たという情報が､聞き込み､アンケー トとも､
今年度は昨年度に比べ少なく､猿害も昨年度よ
り少なかった｡これは､山の中の果実が多かっ
たためと考えられた｡一方､今回初めて調査を
行った室生村､曽爾村では､旅等が十数年前よ
り発生しており､最近増加傾向にあること､こ
れにともない野生ニホンザルの目撃情報も多い
ことが明らかになった｡今後､これらの資料を
分析し､ニホンザルの生息実態を把握するとと
もに､拭事発生と人間の生業活動との関係につ
いて考察していく予定である｡
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